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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 12月 10日 (2003.12.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 １ 円 柱 部 材 １ ５ の 大 径 部 １ ５ ２ と 筒 体 １ ８ と の 隙 間 １ ５ １ は 、 筒 体 １ ８ 内 に 挿 入 可 能 な
程 度 の 嵌 め 合 い 公 差 に な っ て い る 。 第 ２ 円 柱 部 材 １ ６ と 筒 体 １ ８ と の 間 に は 、 リ ー ク し た
燃 料 の ド レ ン 流 路 に な る 、 例 え ば ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の 環 状 通 路 ２ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 第 ３
円 柱 部 材 １ ７ と 筒 体 １ ８ と の 間 に は 、 リ ー ク し た 燃 料 の ド レ ン 通 路 が 形 成 で き る 最 小 限 の
隙 間 例 え ば ０ ． １ ｍ ｍ 程 度 の 環 状 通 路 ４ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 第 ３ 円 柱 部 材 １
７ は 、 第 ２ 円 柱 部 材 １ ６ 及 び 後 述 す る 第 ４ 円 柱 部 材 ３ ５ の 外 径 よ り 大 き な 外 径 と な っ た 支
持 部 １ ７ ２ を 有 す る 。 こ の 柱 部 材 筒 体 １ ８ と の 嵌 め 合 い 公 差 は 、 ０ ． ０ ２ ～
０ ． ２ ｍ ｍ の 範 囲 と す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 第 ３ 円 柱 部 材 １ ７ は 、 噴 射 機 構 ２ と 後 述
す る 増 圧 機 構 ３ と の 分 離 プ レ ー ト で も あ り 、 短 円 柱 部 材 に 形 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
つ ぎ に 、 噴 射 機 構 ２ と 増 圧 機 構 ３ の 間 の 分 離 プ レ ー ト と し て 機 能 す る 短 の 第 ３ 円 柱
部 材 １ ７ を 筒 体 １ ８ 内 に 挿 入 す る 。 こ の 第 ３ 円 柱 部 材 １ ７ は 、 筒 体 １ ８ に 挿 入 で き る 程 度
の 嵌 め 合 い 公 差 （ す き ま ば め 公 差 程 度 ） を 有 し 、 第 ３ 材 １ ７ の 外 周 面 が 第 ２ 円 柱 部
材 １ ６ や 第 ４ 円 柱 部 材 ３ ５ の 外 径 よ り 拡 径 し た 支 持 部 １ ７ ２ と な る 。 そ の た め 、 筒 体 １ ８
に 対 し て 環 状 通 路 ２ ７ を 形 成 す る た め に 、 隙 間 が 大 き く な っ た 第 ２ 円 柱 部 材 １ ７ の 姿 勢 の
傾 き な ど が 姿 勢 が 正 し い 第 ３ 円 柱 部 材 １ ７ で 押 し 込 ま れ る こ と に よ り 矯 正 さ れ る 。
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